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■高校生ロボットSIリーグとは
「高校生ロボットシステムインテグレーション競技会」（通称「高校生ロボットSIリーグ」）は、

ロボットSIer業界の認知度向上・人材育成を目的に、高校生を対象とした、産業用ロボットを題
材とした競技会です。2022年に愛知県で始まり、全国へ展開、第4回大会となる2025年度から
はSIer協会主催、愛知県共催で開催しています。

■どんな競技会？
　高校生は学校単位で参加します。参加高校が、4月から約8か月間かけて、授業や部活動の時間
で、ロボットシステムインテグレーションの知識や技術を学びながら、ロボットや周辺機器を活
用して、課題やテーマに沿った、独自のロボットシステムを組み上げるというものです。そして、
12月に愛知県で開催される競技会に参加し、組み上げたロボットシステムのデモンストレーショ
ンやプレゼンテーションを通じて、8か月間の成果を会場で披露し、その完成度等を競い合います。

■SIリーグの特徴と重要なポイント
①ロボットSIer企業の伴走支援

　各高校に1社ずつ、ロボットSIer企業がサポーター企業として割り当て
られ、講習や技術指導等の伴走支援を行います。

②ロボットメーカーが機器を無償貸与
　ロボットメーカーや各種部品メーカーが、各高校が使用するロボットや
周辺機器を無償貸与します。

③約8か月間のプロセスを重視
　ロボットSIerの基礎・応用を学べる講習や、企業・大学の見学会開催等、
8か月間をかけて高校生の技能向上・キャリア推進をサポートします。

■第4回高校生ロボットシステムインテグレーション競技会
・日程：2025年12月13日（土）・14日（日）
・会場：愛知県国際展示場（Aichi Sky Expo）ホールD
※同時開催：World Robot Summit 2025 AICHI/あいちロボフェス/はつめ
いキッズフェスinあいち/高校生バッテリーグランプリあいちでんちパーク

■2025年度は2部門に20校が参加

　主催者から貸与されたロボットを使用して、共通の課題を達成するため
のロボットシステムを組み上げ、時間内に獲得した得点やシステムの完成
度等を競う部門で、12校が参加します。2025年の課題は「空きペットボトル、
空き缶の自動分別にチャレンジ！」です。競技実演やプレゼンテーション審
査などで得点を競います。

　自校で保有するロボットを使用して、テーマに沿った自由なロボットシス
テムを組み上げ、競技会来場者へ実演を行い、主に投票数を競う部門で、8校
が参加します。競技テーマは「社会や暮らしを便利にするロボットシステム」
です。来場者向けに実演し投票してもらう審査やプレゼンテーション審査な
どで競い合います。

競技部門

エキシビション部門

▲ 熱いプレゼンテーションを披露

▲ 2024高校生ロボットSIリーグ参加者集合！

▲ ロボットシステムの説明をする高校生

■高校生ロボットシステムインテグレーション競技会ホームページ
　▶▶▶　https://sileague.aichi.jp/index.html　

高校生ロボットシステムインテグレーション競技会は競輪の補助金を受けて開催しています。

参加校＋サポーター企業

部門 学　校　名 都道府県 使用ロボット サポーター企業
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神奈川県立神奈川工業高校 神奈川 デンソーウェーブ 新東スマートエンジニアリング（株）
愛知県立愛西工科高校 愛知県 デンソーウェーブ （株）バイナス
愛知県立瀬戸工科高校 愛知県 デンソーウェーブ IDECファクトリーソリューションズ（株）
東京都立蔵前工科高校 東京都 ファナック 興和オプトロニクス（株）
愛知県立春日井工科高校 愛知県 ファナック （株）豊電子工業
京都府立工業高校 京都府 ファナック アイズロボ（株）
愛知県立一宮起工科高等学校 愛知県 三菱電機 （株）エヌテック
名古屋たちばな高校 愛知県 三菱電機 スターテクノ（株）
大阪府立東淀工業高校 大阪府 三菱電機 千代田興業（株）
愛知県立愛知総合工科高校 愛知県 安川電機 （株）TECHNO REACH/（株）石川工機
愛知県立半田工科高校 愛知県 安川電機 （株）近藤製作所
九州産業高校 福岡県 安川電機 第一施設工業（株）
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岩手県立黒沢尻工業高校 岩手県 三菱電機 スターテクノ（株）
山梨県立甲府工業高校 山梨県 ファナック （株）バイナス
愛知県立鶴城丘高校 愛知県 調整中 （株）メカメイト
愛知県立豊川工科高校 愛知県 デンソーウェーブ （株）戸苅工業
愛知県立豊橋工科高校 愛知県 デンソーウェーブ （株）近藤製作所
神戸市立神戸工科高校 兵庫県 三菱電機 髙丸工業（株）
兵庫県立西脇工業高校 兵庫県 三菱電機 宮脇機械プラント（株）
熊本県立鹿本商工高校 熊本県 三菱電機 シナジーシステム（株）

高校生ロボットシステムインテグレーション競技会高校生ロボットシステムインテグレーション競技会
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※本ページは日刊工業新聞社様に寄稿いただいております。

2025国際ロボット展』12月に東京ビッグサイトで開催
～出展者数は過去最多！ただいま入場登録受付中！～

■「ロボティクスがもたらす持続可能な社会」を
　テーマに開催

　国際ロボット展は1974年の初開催以降、隔年で開
催し、今年で26回目を迎えます。近年では“世界最大
規模のロボット専門展”として、国内外から高く評価
されています。
　「2025国際ロボット展」は、人とロボットの共存・
協働による産業の創出と社会課題の解決を目指し、
2023年に引き続き「ロボティクスがもたらす持続可
能な社会」をテーマに開催いたします。会期中は、国
内外の最先端のロボットや AI・ICT・要素技術など
ロボットに関わる最新技術が一堂に展示されます。

■連日多彩な講演・フォーラムを開催

　メインステージ（会議棟1階レセプションホール）
では、国内外からロボット関連企業・団体の関係者を
招き多彩なプログラムを実施します。いずれも聴講
無料です。

【12月3日（水）】
『RINGプロジェクト全国フォーラム～オールジャパン
でのロボット社会実装の推進に向けて～（仮）』
　登壇者：経済産業省ほか

『iREXロボットフォーラム2025「未来のモノづくり
を変えるロボットソリューション」』
　登壇者：花王、THK、川崎重工業、ファナック、不二越、
　　　　 安川電機

『ヒューマノイドロボットフォーラム』
　登壇者：川崎重工業、NVIDIA、Unitree Robotics、
　　　　 Neura Robotics

【12月4日（木）】
『IFR-iREXインターナショナルロボティクスフォー
ラム「世界のロボット市場の最新動向―主要国にお
ける「ロボット5大トレンド」の現状と展望」』

『スマート農業の今後の展開～先端技術が拓く新しい
農業～（仮）』

【12月5日（金）】
『工場長サミット in 国際ロボット展
～ AI for Industry ～』
　登壇者：ソニーグループ、小松製作所、シーメンス、
　　　　  安川電機
　また、会場内にはセミナー会場を三カ所設置し、連
日出展者が最新情報を発信します。SIer協会も「生
徒・学生のためのロボットSI検定試験、コンテストの
紹介」と題したセミナーを12月4日に実施します。

■「iREXリクルート＆業界研究フェア」を初開催！

　会期中の12月5日（金）・6日（土）に、学生と企業の
橋渡しとなる学生向けリクルーティング・業界研究

エリアを西展示棟アトリウムに設置します。エリア
の一角にはミニステージを設け、本フェア出展各社
が学生に向けてプレゼンテーションを実施します。

【参加企業】
SMC、オークラ輸送機、川崎重工業、住友重機械工業、
TechShare、THK、日本精工、日刊工業新聞社、ハー
モニック・ドライブ・システムズ、パナソニックグループ、
豆蔵、YUSHIN、リョーサン菱友ホールディングス

■予習復習に役立つ「iREX オンライン」も
　お見逃しなく！

　定番となりましたオンライン展「iREX オンライン」
を今回も開催します。会期は11月19日（水）～12月
19日（金）と、リアル会期を挟んで約一ケ月の期間
となります。オンラインでしか見られない情報や
ウェビナーなどもあります。また、画像で出展者情報
を検索する『iREX GO』もぜひお試しください。

【開催概要】
［リアル］
2025年12月3日（水）～12月6日（土）
東京ビッグサイト

［オンライン］
2025年11月19日（水）～12月19日（金）

●公式サイト 
　https://irex.nikkan.co.jp/　

▲︎前回風景

▲︎iREX GO

▲リクルートフェア

▲︎前回風景
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※本ページはニュースダイジェスト社様に寄稿いただいております。

今から15年ほど前、千代田興業（大阪市北区、瀬田川今から15年ほど前、千代田興業（大阪市北区、瀬田川
哲也社長）はインドネシアでシステムインテグレーター哲也社長）はインドネシアでシステムインテグレーター

（SIer、エスアイアー）としての第一歩を踏み出した。（SIer、エスアイアー）としての第一歩を踏み出した。
「今ではインドネシアの現地法人CHIYODA KOGYO 「今ではインドネシアの現地法人CHIYODA KOGYO 
INDONESIA（チヨダ・コウギョウ・インドネシア）がINDONESIA（チヨダ・コウギョウ・インドネシア）が
SIerとして非常に高い知名度を誇る」とFASS事業部SIerとして非常に高い知名度を誇る」とFASS事業部
の山本雅基事業部長は胸を張る。2019年には日本での山本雅基事業部長は胸を張る。2019年には日本で
のFA事業の拠点も開設し、自動車業界から始まり今のFA事業の拠点も開設し、自動車業界から始まり今
では幅広く自動化システムの導入事例を積み重ねる。では幅広く自動化システムの導入事例を積み重ねる。

■理想は人とロボットの共存■理想は人とロボットの共存
　千代田興業はコア（高機能フィルムの巻き芯）、リ
テーナー（ベアリングの保持器）などの樹脂製品やそ
の他資材を取り扱う商社だ。
　それに次ぐ新たな事業の柱として、自動化設備の
設計から製造までを行う工場自動化（ファクトリー
オートメーション＝FA）事業をおよそ15年前にスター
トさせた。自動車産業への自動化システムの納入実
績が多く、これまでにプレス機間のワーク（加工対象
物）搬送やパレタイズ（荷積み）、デパレタイズ（荷降
ろし）、溶接などさまざまな自動化システムの構築を
手掛けてきた。
　山本事業部長は「人がやるまでもない単純作業や
人にかかる負荷が大きい作業を自動化し、人に価値
のある作業を任せられる環境を作るのが理想的。安
易に人を減らすのでなく、人とロボットが共存でき

る社会づくりに貢献したい」と強調する。

■始まりはインドネシア■始まりはインドネシア
　同社が他のSIerと比べて異色な点は、自動化シス
テム構築のノウハウをインドネシアで培ったことだ。
2000年ごろに日本企業がインドネシアに製造拠点
を置く流れが始まった。その流れに先駆けて、千代田
興業は日本国内向けのリテーナーの新たな製造拠点
として現地法人チヨダ・コウギョウ・インドネシアを
1997年に設立した。
　リテーナーの製造に加え金属加工業も行っていた
中、インドネシアに拠点を置く日本企業から工場の
自動化に関する相談を受けるようになり、2010年ご
ろに探り探りでFA事業をスタートした。
　「日本では人手不足を理由に自動化に取り組み始
める企業が多いが、インドネシアでは賃金の高騰を
受けて自動化にかじを切る企業が多かった」という。
　現在ではインドネシアの現地法人の従業員数は
200人に達し、一大組織へと成長した。

■金属加工向けのノウハウを蓄積■金属加工向けのノウハウを蓄積
　直近でインドネシアでは自動車メーカーや空調設
備メーカー向けのプレス間搬送システムの納入実績
が多い。インドネシアに製造拠点を構える日本企業
の中でも、自動車メーカーから自動化の相談を受け
ることが多く、金属加工に関する自動化のノウハウ

が特に蓄積された。
　また、金属加工分野の他にもパラレルリンクロボッ
トなどを使った食品のピッキングロボットシステム
のような食品分野向けの自動化システムの構築も得
意とする。
　FA事業の立ち上げ当初は拠点がインドネシアだけ
だったが、19年に大阪市淀川区に日本でのFA事業の
拠点を構えた。22年には事業規模拡大のため、兵庫
県尼崎市に尼崎FA工場を開設し、拠点を移した。イ
ンドネシアの現地法人から技術者を尼崎FA工場に出
向させて、これまでに培ったノウハウを日本の拠点
にも展開する。
　インドネシアでは金属加工や食品向けで実績があ
り、日本でも自動車向けの案件が増えているが、これ
までの実績に縛られることなくさまざまな業界をター
ゲットとする。日本での直近の案件として、３Dビジョ
ンカメラでワークを積載するパレットを認識し、６
軸垂直多関節ロボットでワークをパレットに設置す
るシステムや、ロボットのエンドエフェクターに搭
載した超音波融着機でワーク同士を融着するシステ
ムなどを構築した。

インドネシアで培った技術を逆輸入
［ SIerを訪ねてvol.59 ］千代田興業

産業用ロボットや自動化システムの専門ウェブマガジン「ロボットダイジェスト」では、「SIer
を訪ねて」という連載を掲載しています。産業用ロボットの市場を拡大するにはSIerの力が
不可欠で、認知の拡大に少しでも貢献したく企画した連載です。今回はその中から、協会の会
員企業の千代田興業様の記事を紹介します。

▲インドネシアにおけるFA事業の拠点である
　CHIYODA KOGYO INDONESIA ・・・・続きはロボットダイジェストで☞▲FA事業の拠点である尼崎FA工場

ロボダイ
データベース

始動！

目玉！リニューアルの
充実した
検索機能！！01

PointRENEWAL

企業ページに
情報を集約！02

Point

今すぐアクセス

登録企業募集中！
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　筆者が大学2年生の時、機械工学科の学生として、
初めて機械設計の講義を聴いた時、講師の先生から、

「機械の設計者たるものは、その機械の一生を考え
尽くして、設計しなければならない」と教わった。
今風にいえば、SDGʼs的に考えると、その機械が寿命を
迎えた時に、どのように廃棄するのか（できるのか）
まで、よく考えて設計するのは、至極当然のことである。
ただ、筆者は当時24歳。若かったし生意気でもあった
ので（反省）、「機械の一生を考え尽くして設計するなん
て無理、無理」と思った。でも、生成 AI がでてきて、
その状況は一変した。つまり、機械設計の失敗事例や
機械稼働のトラブルや、故障のデータを、生成AIに
学習させておき、設計時に「このように設計するけど、
どう？」と聞けば「その設計では、････の故障が多発
するからやめたら？」といったやりとりが可能になる。
結論からいうと、機械に関わる稼働データや、故障や
トラブルデータを、設計図とともに、蓄積しておけば、
それらのデータを活用することで、設計時にはその
機械のバグを除去（フロントローディング）できる
ようになっているのである。

　この典型例を、印刷機の故障対策に利用した事例
がトッパンから発表された1）。TOPPANグループ（以
下、TOPPAN）は、印刷事業の縮小を背景に、電子材料
や軟包材といった新分野への事業拡大を進めてきた。
特にパウチなどの軟包材分野は堅調な成長を見せて
おり、主力工場では生成AIを活用して、現場に蓄積
された暗黙知の継承に取組んでおり、この事例では、
過去のトラブルデータ（SIer協会久保田会長の命名
では、“後トラデータ”）の有効活用に取り組んだので
ある。そもそも製造現場では、デジタル化の進展に
伴い、完全自動化ではなくヒトとシステムが協働す
る形での生産効率向上が求められており「不良を発生
しない工場」をコンセプトに、合理化・自動化・監視・
管理是正といった課題が抽出された。特に管理是正
に注力し、生産設備データ、検査装置情報、現場から
の入力情報を蓄積し、活用しているが、従来はその
膨大なデータを即座に参照し、対策に結びつけること
が困難であった。
　そこで RAG（検索拡張生成）の仕組みを活用した
生成AIを導入し、①類似ノウハウの検索と、②自然
言語による簡潔な出力を可能にしたことで、非熟練
者でも迅速にトラブル対応ができる体制を整備した。
さらに、生成 AI の回答根拠を同時に提示する仕組
みにより、ファクトチェックの精度も担保した。

　この取り組みは社内サーバによるセキュリティ
確保、ノウハウ文書の校正、現場とのすり合わせを
経て、軟包材系の6工場へと展開された。その結果、
事務処理時間を49％、装置の停止による労損時間を
35％削減する効果が見込まれている。今後は、生成
AIの活用範囲を他事業や営業現場にも拡大し、予兆
監視やデジタルツインの導入、さらには法務・知財・
研究開発・戦略立案といった専門性の高い業務への
応用も視野に入れている。AIと人間の共創により、
より高次元なソリューション提供を目指すとともに、
若手教育を含めた継続的な取り組みを推進して
いく方針ということである。詳しくは、参考文献1）
を参照されたい。この文献は、RRI（ロボット革命・
産業IoTイニシアティブ協議会）のWG３（ロボット
イノベーション）の筆者がステアリングしている
データ活用委員会での講演を取りまとめたHP

（https://www.jmfrri.gr.jp/library/library-5745/）
に公開されている。

　図は生成AIが一般人にも利用できるようになって
きた当初（2023年春ごろ）に作成した、“生成AIとの
付き合い方”をまんがにした第１号である。生成AI

■機械の一生と生成AI

■トッパンの暗黙知の保守活用事例

の登場は、人類の膨大な知識を集積し、柔軟に利用す
ることを可能にしてくれる、いわば、“AI神様”の登場
である。神様であるから、お供えが大事であり、お供
えものは、“データ”である。日本の現場は、きめ細かな
ものづくりやサービスのデータが豊富に存在する、
データ大国である。ただ、それは人の頭の中にしか
なかったり、紙にのみ書かれていたりすることも含
め”隠れ現場データ“である。これを顕在化し、活用で
きるようにすることが、今後重要ではある。が、とも
かく、まんがに描いたように、神様にはお供え、この
神様には”データ“のお供えをすることが必要である。
すると AI 神様は、ご神託を出力してくれる。ただ、
このご神託データには、うそ（ハルシネ―ション）や
誤謬が含まれているので、“生成AIの出力＝ご神託
データ”をそのまま鵜呑みにしてはいけない。人は、
これまで培った経験を活かし、本質を見極め、ご神託で
活かせるものは活かしながら、このご神託を活用
すべきである。ここで大事なことは、日本語で課題

（例えば、●●の売り上げを３％伸ばすにはどうすれば
よいのか？その方策を根拠とともに示せ）を入力すれば、
曲がりなりにも答えを出してくれることと、だれでも
このQ&A（議論）に参加できることである。
大変な時代が到来したものである！

ロボット研究残歴50年と生成AIの可能性シリーズ　

保守 “トッパン暗黙知活用事例”まんが「AI神様」
「機械の一生」第1回

佐藤 知正 （一社）日本ロボットシステムインテグレータ協会 参与
（東京大学 名誉教授）

待望の
新連載スタート !

本シリーズの趣旨と概要
　筆者はロボットの研究開発に50年以上携わってきた。その過程で研究者として“実現できたこと”はわずかで、これまで非常に数多くの“できなかったこと”を経験・
蓄積してきた。生成AIが出現して以来、これまで実現し得なかった課題を、生成AIのプロンプト入力で質問してみたら、“なんと！生成AIが解答してくれる”事例に
数多く遭遇した。自分の非力さと生成AIの凄さを、実感した次第である。このシリーズでは、このような事例を、「ロボット研究残歴50年と生成AIの可能性シリーズ」
として、いくつか紹介する。時代の革命児”生成AI“をうまく使いこなすためのヒントにしていただければ幸いである。

【参考文献】
1）TOPPAN ホールディングス株式会社 川端新伍（講師）

RRI 西垣戸貴臣（記録）
「～現場を良く知るエンジニアがAIを活用した
暗黙知伝承に挑戦～」
RRI（ロボット革命・産業IoTイニシアティブ
協議会）のWG3（ロボットイノベーションWG）
データ活用委員会 2025 年度第1回委員会講演

（2025年6月）

AI神様データ
お供え物

ご神託
データ

うまいデータを
お供えできる人
（DX）

ご神託データを
現世ご利益に
結び付けられる人
（RoD）

※数多くの参加者が重要
日本は、隠れ現場データ大国。日本人は改善集積（きめ細かなものづくりやサービスづくり）が得意

隠れ現場データの
組合せ価値創出活用

サイバー世界 言葉と映像の世界

生成AIの出現の意味

課題設定でき、短文で
論理的な文章が書ける人

シナリオを
社会実装できる人

古賀 洋一郎氏談をイメージ図にしたもの

誰
も
が
参
加
で
き
る

生成AI活用人材

東京大学大学院工学系研究科博士課程修了後、
東京大学先端科学技術センターや工学系研究
科機械情報教授などを歴任。日本ロボット学
会会長を務めるなど、長年にわたりロボット
研究やロボットの社会実装に携わっている。

プロフィール

佐藤 知正（さとう ともまさ）

まんが「AI神様」

■AIとの付き合い方
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「高度に発達した科学技術は魔法と区別がつかない」
どこかで聞いたことがあるフレーズだと思う。クラー
クの第三法則である。アーサー・C・クラークは、アシ
モフ、ハインラインとならびSFビッグ３と言われる
英国の作家で、代表作は「2001年宇宙の旅」「幼年期
の終わり」である。1917年生まれなので、1920年生
まれのアシモフよりちょっとだけ年上である。クラー
クはSF作家であると同時に、英国では科学技術の解
説者として活躍し、ナイトの称号も授与されている。
第二次世界大戦中はイギリス空軍で技術将校として
早期警戒レーダ網構築に従事し、バトル･オブ･ブリ
テン（1940年）の英国勝利に貢献している。なお、SF
ビッグ３のクラーク、アシモフ、ハインラインは全員
が科学者、あるいは工学技術者としての足跡を残し
ている。まあ、そうでなくては読ませる名作SFは書
けない。
　クラークの第三法則は、1962年に出版されたエッ
セイ「未来のプロフィール」第2章に端を発している。
端を発しているという妙な紹介になったが、1962年
の初版本では、クラークの第三法則として明記され
ていたわけではない。初版で展開されていた論述を、
1973年の改訂版で改めて「クラークの三法則」とし
てまとめ直している。アシモフのロボット三原則も
最初から三原則として書かれたものではないので、
よく似た産まれ落ちである。
　「未来のプロフィール」初版の第２章は「予想をは
るかに超えた想像力が科学技術の躍進を促してきた」
という、いかにも科学技術に造詣の深いSF作家らし
い議論である。第一法則、第二法則はいささか回りく
どい長文なので、筆者が勝手に意訳すると、第一法則

「科学技術の権威は予想を超えた想像力を否定しがち
である」、第二法則「どんなに荒唐無稽に見えても、不
可能であるとは言い切れない」ということで、第三法
則の「高度に発達した科学技術は魔法と区別がつか
ない」につながる。
　さて、第三法則はシンプルで明快である。「スマー
トフォンでインターネットを通じて、アマゾン川の
状況をリアルタイムで監視する」なんていうのは昭
和20年代生まれにとっては立派な魔法である。
　「未来のプロフィール」が書かれた1962年当時の
筆者は10歳の小学生で、日常生活は映画の「三丁目
の夕日」三部作（時代設定は1958年～1964年）その
まま、コンピュータとは無縁のアナログ生活で、茶の
間のブラウン管テレビが白黒からカラーに代わるこ
ろである。海外の生活を知るには、毎週日曜日の朝に

「八十日間世界一周」のテーマ音楽で始まる世界紀行
番組「兼高かおる世界の旅」を楽しみに見るくらいし
かなかった。アマゾンなどは黄金郷を求めた探検家
が行方不明になるような未開の地として想像するの
が精いっぱいという時代であった。
　一方、当時の少年雑誌では、たびたび「夢の21世紀」

の図解が特集されて、テレビ電話や壁掛けテレビ、手
のひらサイズの電子計算機、自動運転自動車や空飛
ぶ自動車など、小松崎茂の空想科学イラストにワク
ワクした。当時の日本は、高度成長期の伸び盛りで、
21世紀には魔法のような技術が次々実現できる、と
いう想像力豊かで自信に満ちた時代だった。「リアル
タイムのアマゾン川」も、さほど荒唐無稽とは感じて
いなかったと思う。
　実際の科学技術では、米国でアポロ計画が始まって
おり、大型コンピュータは真空管式からトランジス
タ式に切り替わり始めている。そして集積回路技術
の進歩とともに1965年にミニコンが登場し、ダウン
サイジングが始まった。そして21世紀にはちゃんと
手のひらサイズが実現する。通信の方は、日米初の衛
星中継放送でケネディ暗殺事件が飛び込んで来たの
が1963年であるが、海底ケーブルの方はもっと歴史
が古く、電信用の大西洋横断が何度も失敗を重ねた
末、英国米国間で1866年、太平洋横断が米国フィリ
ピン間で1903年、さらに1906年にグアムから分岐
して東京につながり日米電信が開通した。そして通
信容量の大きい国際電話に使える日米間海底ケーブ
ルは、衛星通信とほぼ同じ時期の1964年に開通して
いる。その後1990年代にインターネットが登場し、
そして21世紀には世界中の情報が、居ながらにして
いくらでも手に入るようになった。

『科学技術と魔法の関係』

業界天気晴朗なれど波高し⑲

三菱電機の研究所で産業用ロボットの研究開発
をスタートしてからすでに半世紀近く。
2022年に退社後も日本の製造業の国際競争力を
求めて今でも無所属のロボット技術者。後悔や
反省は多々あるものの、未だに新たな発見もある。
著書「産業用ロボット全史」（2023刊）

小平 紀生（こだいら のりお）

技術寄稿・SIerコラム・その他掲載記事＆広告ご出稿のご案内
SIer協会会報誌「JARSIA」では各種掲載記事を募集しています。

「技術寄稿」はロボットシステムインテグレータ向けに新しい技術や、製品につ
いて画期的な開発事例や研究成果などをご紹介ください。

そのほか、業界コラム、製品広告などもお待ちしています。

問合わせ：SIer協会事務局（高橋）　ytakahashi@jarsia.jp　
　　　　　　　　　　　　　　　　03-6453-0131

　ということで、1960年代は「スマフォでアマゾン
川のリアルタイム監視」の魔法につながるような科
学技術が動き始めた時代だった。そして産業用ロボッ
トの元祖「ユニメート」が発売されたのも「未来のプ
ロフィール」の初版が出版されたのと同じ1962年と
いうのは、絶妙な符合だと勝手に思っている。今の産
業用ロボットが魔法に見えるかどうかは疑問である
が・・・
　昭和生まれは、今や、何と「夢の21世紀」の中で生
活しており、いくつもの「魔法」を享受している。さて、
21世紀生まれの孫の世代は、常識となったその魔法
の上に、どんな次の魔法の世界を見ることになるの
だろうか。荒唐無稽な想像をしてみたいのであるが、
わが身の想像力の貧弱さを思い知るだけで、意外と
難しい。
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編集後記
　先日、ロボットSIerとプロキックボクサーの "二刀
流"こと重森陽太の試合を観戦した。昼は会社で当社
の社員として、広報採用業務の一貫で学生に優しく声
をかけ、夜はリングで見事KO勝利。会場は大盛り上
がりだ。
　なのに、私は試合中ずっと胃がキリキリ。「倒してく
れ！でも怪我するな！」と応援に来たはずが、毎度な
がら胃薬が必要な観戦スタイルである。KOの瞬間、こ
ちらは拍手と同時に胸をなでおろす。よく考えたら格
闘技を見に来ているはずなのに、保護者席にいる気分。
まるで子供の運動会でハラハラする親心。強くなって
ほしい、けれど、どうか怪我なく無事で、と勝手な矛盾

に揺れるものだ。
　そんな折、ご存じの方も多いと思うが、今年6月に「ロ
ボット導入地域･連携ネットワーク」略称 RINGプロ
ジェクトが立ち上がった。地域の人手不足解消に向け
て、オールジャパンでロボット導入支援の取り組みを
加速させるプロジェクトのようだ。リングと聞くと格
闘技を思い出してしまうのは、もう職業病かもしれない。
いや、むしろ日本中の現場がリングに上がる準備を始
めているということだろう。
　技術も制度も大事だが、最後は現場の踏ん張りだ。
思うようにいかない時も、諦めず、倒されてもまた立
ち上がる。これがSIerの強さであり、誇りである。

　彼の試合を見て思った。「怖くてもリングに立つ姿」
が人を動かすのだと。それは私たちの仕事もそっくり
である。いつだってSIerの仕事は未知との戦い。なの
に、なぜかまたリングに立つ。立ってしまう。全く困っ
たものだ。
　けれど、その姿が感動を与え、若者が憧れる職業に
また一歩近づくのだろう。
　さあ！今日もロボットSIerは胃薬をしのばせ、どこ
かのリングに上がる！世界チャンピオンのベルトを再
び巻くため、何度でも立ち上がる！

協会業務部門 副部門長
「JARSIA」編集長　名倉慎太郎

【第16回 SIer川柳大賞】　作品大募集!!

●受付〆切：2026年2月28日（土）
●応募資格：どなたでも応募できます
●応募点数：ひとり３作品まで

川柳テーマ 「私とロボット」「私とロボット SIer」 応募画面QRコード

お待たせいたしました!! 第15回ロボットSIer川柳大賞の発表です。本企画も今回で15回目を迎えました。毎回多くの方にご応募いただき、
SIer川柳大賞も少しずつ認知度が上がってきたのかな？と喜んでいます。「ロボットやロボットSIer」をテーマに今回は1,130作品が集まりま
した。さて今回は、どんな作品が選ばれたでしょうか？ どうぞ入賞作品をお楽しみください！

日本ロボットシステムインテグレータ協会会長賞
「みゃくみゃくと  つながるロボと  人の夢」

SIer川柳大
賞 結果発表！！第15回

川柳大賞 （さとぴんさん）

選評：大阪・関西万博も盛況のうちに閉幕しました。会場では多くのロボットが活躍する場面が見られ、ロボットWEEKでは小さなお子さんたちが目を
輝かせてロボット体験する様子が印象的でした。彼らが将来活躍する社会ではどんなロボットが開発されているのかな？「いのち輝く未来社会のデザイン」
人類の夢を叶えるための科学の進歩は「ミャクミャク」とつながり、その中心にロボットが存在していることでしょう。

「生産の  制度と精度  変えるロボ」（ナンサンさん）

選評：おお！ロボットを導入しましたね?! さあ、生産性は向上しましたか？自動
化により工場のシステム（制度）も見直され、スマート化が実現しましたか？そん
な簡単にはいかないかもしれないけど、少しずつ精度があがってくるといいですね。
ロボット導入実現後の変化を参考にしたいですね。

「人とロボ  競争せずに  共創へ」（コタラフさん）

選評：ロボットが導入されて「仕事がなくなる」と焦って競争してはいけません。
人間にしかできない仕事がたくさんあります。ロボットが休みなく過酷な重労働
を担ってくれる間に、人間ならではの開発や創作的な分野を極めてください。

「ロボと人　得意分野で　支え愛」（置楽さん）

選評：つまり、ロボットと人間は、活躍できる場面が違うので、それぞれの持ち場
で自分の役割を発揮できれば、よりよい環境で好結果を生むことができますね！
これぞ隣人ロボットとの支えあい、いや「支え愛」です！

「SIer  気付く課題で　築く明日」（つべるさん）

選評：ロボットが工場で働いて生産性を上げてくれているのを、きちんと管理して
いると、更なる課題も見えてきます。トラブルを減らして、さらによい工場にする
ことが可能なアイデアに気付いて、明日を築くのが人間です！

「ロボットは  昔ヒーロー  今相棒」（ごんさん）

選評：確かに昔、アニメの世界ではロボットは子ども達のヒーローでしたね。今も
きっとアニメのロボット達は活躍しているけれど、昔の子どもが大人になって、
ロボットが一緒に働く「相棒」になるって、カッコイイね！

１作品 賞金３万

以上６作品が入選作です。応募総数1,130作品の中から選ばれた作品は、目の付けど
ころがいいですね。今回も高いレベルの最終選考30作に残ったなか、
わずかな差で入賞を逃した5作品を佳作としてご紹介いたします。

●応募方法：応募ページへ入力してください▶▶▶https://www.robo-navi.com/JARSIA/senryu.php
●入力内容：①応募作品（３作まで）　②お名前　③ペンネーム　④勤務先（任意）　⑤電話番号　⑥メールアドレス
●入選・賞金：★川柳大賞・・・１点（賞金3万円）　　★優秀賞・・・数点（賞金1万円）／他
●選考：日本ロボットシステムインテグレータ協会 審査委員会　●発表：JARSIA22号誌上（2026年3月発行予定）

5作品佳作
「親方の  クセを受け継ぐ  ロボットよ」（ヤブイヌぐんだんさん）

評：ロボットは機械なので、みんな同じように動くと思うけど、やっぱり開発者や操
作する担当者のちょっとしたクセが出るらしく、だんだん人に見えてくるよ！

「ロボットに  名前をつけて  組むシフト」（松庵さん）

評：毎日一緒に働くんだから、ちゃんと名前をつけて、仲間の一人（一台）として、呼
びかけている様子が見えますね。どんな名前にする？ 推しのアイドルの名前？

「無駄がない  ロボの振り見て  我が振り直す」（赤いセンサさん）

評：一緒に働くうち、ロボットの無駄のない動きに魅せられてしまいます。スペースを
うまく使い、関節がいくつもある腕を上手に折りたたむの、すごい！真似できないけど！

「欠点を  互いに補う 人とロボ」（愛の花さん）

評：「支え愛」に通じますね。ロボットは決められた事以外はできないことも多いし、
人も休まず働くことはできません。できないことはお互いに任せればいいね！

「ロボが来て  増える仕事に  減る遅れ」（コナガヤマックさん）

評：お互いの得意なことをやっていくと、効率よくどんどん受注が増えて、納期遅れ
もなくなって、万事うまくいくね。支えあって、補い合って、生産性向上！

審査委員特別賞

優秀賞

総評：さて、今回はロボットと人の助け合いがテーマとなったようですね。作品はいか
がでしたか？ 最終選考に残った30作品はみなレベル高く票も分散しましたが、タイ
ミング的に万博を想起する大賞の作品が強かったですね。また、なぜか今回は「共創」「協
働」「共生」というテーマに票が集まりました。最終選考に携わった50名を超える審査
委員の皆さんの心に響いたようです。次回も、愉快で楽しくステキな作品をお待ちし
ています!! 選外とならないよう、ルールを守ってご応募ください!! 

１作品 賞金1万

4作品 賞金1万

お待たせいたしました!! 第15回ロボットSIer川柳大賞の発表です。本企画も今回で15回目を迎えました。毎回多くの方にご応募いただき、お待たせいたしました!! 第15回ロボットSIer川柳大賞の発表です。本企画も今回で15回目を迎えました。毎回多くの方にご応募いただき、


